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　巧
み
な
話
術
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た

　
　
　
　
　

 

〜
開
成
町
教
育
講
演
会
〜

　
５
月
16
日
㈯
、
福
祉
会
館
で
「
開
成
町
教

育
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
本
部

報
道
局
記
者
主
幹
で
、
３
月
ま
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
９
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を

務
め
ら
れ
て
い
た
大
越
健
介
さ
ん
で
し
た
。

大
越
さ
ん
の
知
名
度
に
よ
り
、
町
内
の
み
な

ら
ず
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
聴
講
者
が
集
ま

り
、
会
場
は
超
満
員
で
し
た
。
「
ニ
ュ
ー
ス
の

現
場
か
ら
」
を
演
題
と
し
た
講
演
は
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
巧
み
な
話
術
と
報
道
記
者
と

し
て
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
話
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　普
段
は
見
ら
れ
な
い
朝
稽
古
も
見
学

　〜
魁
聖
関
応
援
観
戦
ツ
ア
ー
〜

　

　
５
月
17
日
㈰
、
町
名
と
同
じ
し
こ
名
を

持
つ
力
士
「
魁
聖
」
関
を
応
援
す
る
「
魁

聖
関
応
援
観
戦
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
募
集
定
員
26
人
に
対
し
倍
以
上
の
応

募
が
あ
り
、
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
、
友
綱
部
屋
の
朝
稽
古
や
江
戸

東
京
博
物
館
を
見
学
し
、
最
後
に
両
国
国
技

館
で
５
月
場
所
中
日
を
観
戦
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
前
で
魁
聖
関
は
、
佐
田
の
富
士
関
を

す
く
い
投
げ
で
倒
し
、
見
事
白
星
を
挙
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
魁
聖
関
は
、
場
所
の
終
盤

ま
で
優
勝
争
い
に
食
い
込
む
活
躍
で
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　ユ
ネ
ッ
サ
ン
で
も
ア
ジ
サ
イ
を
見
て
ね
！

　
　
　
　
　
　〜
あ
じ
さ
い
記
念
植
樹
〜

　
５
月
23
日
㈯
、
箱
根
小
涌
園
ユ
ネ
ッ
サ
ン

で
、
町
と
藤
田
観
光
株
式
会
社
の
60
周
年
を

記
念
し
た
「
あ
じ
さ
い
記
念
植
樹
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
植
樹
と
セ
ッ
ト
で
ユ
ネ
ッ
サ
ン

の
プ
ー
ル
や
温
泉
を
1
日
満
喫
で
き
る
こ
の

企
画
に
は
、
40
組
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
年
前
の
町
制
施
行
50
周
年
の
と
き
に
も

記
念
植
樹
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

す
ぐ
近
く
（
第
一
駐
車
場
の
山
王
神
社
付

近
）
に
テ
マ
リ
テ
マ
リ
や
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
の
種
類
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ユ
ネ
ッ
サ
ン
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
は
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

か
い
せ
い
ぜ
き

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
制
施
行
60
周
年
を
祝
い
、
日
本
一
元
気
な
町

に
し
て
い
く
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
す
で
に

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
報
告
し
ま
す
。
今
後
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

●問 

企
画
政
策
課

　☎
84

‒

０
３
１
２

防災

　
　緊
急
速
報
は
携
帯
電
話
の

　
　メ
ー
ル
配
信
で
確
認

　
町
内
エ
リ
ア
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

対
応
機
種
に
、
避
難
準
備
・
避
難

勧
告
・
避
難
指
示
に
つ
い
て
一
斉

配
信
し
ま
す
。

※

緊
急
時
、
町
内
に
い
る
方
に
一

斉
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信

を
受
け
取
る
た
め
の
事
前
登
録

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
受
信
料

も
か
か
り
ま
せ
ん
。

最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
よ
う

　
台
風
や
集
中
豪
雨
が
近
づ
い
て

い
る
場
合
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
で
常
に
最
新
の
気
象
情
報
を

確
認
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
町
や
防
災
機
関
の
防
災
行
政

無
線
や
広
報
車
な
ど
に
よ
る
呼
び

か
け
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
河
川
の
堰
の
管
理

者
は
、
大
雨
に
な
る
前
に
必
ず
堰

板
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
を
入
手
す
る
に
は

　
町
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
様
々
な
方
法
で
避

難
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

１
　防
災
行
政
無
線
放
送
で
確
認

 

町
で
は
防
災
行
政
無
線
な
ど
に

よ
り
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
の
雑
音
な
ど
で
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
自
宅

の
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
、
放
送

し
た
内
容
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
再
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
防
災
行

政
無
線
放
送
内
容
音
声
応
答
）

☎
０
１
２
０

－

１
７
３

－

１
７
８

　
　防
災
情
報
を
テ
レ
ビ
で
確
認

　
町
の
防
災
情
報
を
t
v
k
（
テ

レ
ビ
神
奈
川
）
の
デ
ー
タ
放
送
で

確
認
で
き
ま
す
。

※

t
v
k
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ

せ
、
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押

し
操
作
し
ま
す
。

風
水
害
に
備
え
る

●問 

環
境
防
災
課

　☎
84

‒

０
３
１
４

　大雨が降った時は、川や水路の水量が気になります。そこで、家庭
でできる浸水対策について、環境防
災課の磯崎防災専門員に聞きました。
　浸水する可能性のある出入り口に
は、水の浸入を防ぐために土のうを用
意しておくとよいのですが、土のうの
用意がないときは、家庭にあるもので
代用できるそうです。

　ごみ袋を二重にして、水を
ごみ袋の半分程度まで入れ、
水がこぼれないようきつく縛
ります。出入り口などに隙間
なく並べて使用します。
　また、水のうを数個ダン
ボール箱に入れて使用すると、
強度が増します。

　土が入ったプランターをレ
ジャーシートで巻き込んで使
用します。

浸水対策Ｑ＆Ａ

磯崎防災専門員

Ｑ

A

1

2

3

▲役場でも土のうの準備をしています。

大雨で水位の増した酒匂川

▲

　
近
年
、
突
発
的
に
、
局
地
的
豪
雨
が
全
国
各
地
で
頻
発
し
て

い
ま
す
。
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
局
地
的
豪
雨
や
台
風
の

発
生
件
数
が
増
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
自
然
災
害

に
対
応
す
る
た
め
に
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

せ
き

プランター（植木鉢）とレジャーシートを使った簡易土のう

ごみ袋を使った簡易水のう
代表的な２つを紹介します。
家庭でできる「簡易土のう」の作り方を教えて。

ｄ
ボ
タ
ン

例

な
か
　
び

笑顔で話す大越さん

家族で協力して植えました 友綱部屋の朝稽古を間近で見学




